
5月11日（木）～16日（火）の期間で、県内3会場で「2023年度 春のブロック総代会議」を開催し、
全ブロックあわせて359名（書面含む）の総代さんにご出席いただきました。

当日は

また、全体提案では6月21日（水）に開催する「第2回通常総代会 議案」についての事前提案を行い、
理解を深めていただきました。

春のブロック総代会議でいただきましたご意見につきまして
は「春のブロック総代会議Q&A集」として取りまとめ、第2回
通常総代会 議案書とともに6月上旬にお届けします。

お忙しい中ご出席いただきました総代の皆さん、誠にあり
がとうございました。

2023年度活動スローガン “「笑顔」と「ありがとう」を組合員と地域に届けます。 ～感謝と素直を大切にします～”

５月号 2023年5月25日発行 No.240

出席数総代数ブロック
うち書面

101名154名174名富山

39名68名73名東部

94名137名152名西部

234名359名399名合計

◆議案書2の中で所々、参加者の声や用語解説が書かれていてよかったと思います。今年度も生協の取組み、組合員
活動を楽しみにしています。

◆分散会は静かな場所だったので、よく話しあえました。どんな小さなことでも声を上げることが大事！とわかり
ました。

◆分散会でいろんな意見や質問が出され、生協側の方が丁寧に回答して下さって中身の濃い時間になりました。

あらかじめご了承ください。

6月2日に第2回通常総代会議案書と資料を郵送にてお送りします。
当日ご欠席される場合は同封します「書面議決書（水色の用紙）」に

いただき、返信用封筒にてご返送を
お願いします。

詳しくは、議案書をお送りする際に同封します【送付資料のご案内】
をご確認ください。



・組合員活動はブロック協議会に29名、専門委員会に111名、地域会に237名、せいきょうクラブ14回
で106名の参加がありました。

・2月から3月にかけて実施したトルコ・シリア緊急募金は、6,619名の方から7,329,219円の善意が寄
せられました。

・2022年4月から2023年3月までの1年間にとやま生協が開催した組合員活動への総参加人数は
57,670名です。

とやま生協では総代の皆さんと総代会で確認した方針に基づき、重点課題を設けて取り組んでいます。

・安心してくらし続けられる地域社会づくり

3月18日（土）黒部市にある小規模多機能型居宅介護施設、
「とやま生協 輝くろべ」の開所8周年誕生祭を開催しました。

オープニングの「よさこい踊り」を楽しんだあとは、豚汁や
太巻き寿司づくりにチャレンジしました。太巻き寿司づくりでは
長さの記録に挑戦し、5m34㎝の太巻き寿司を作ることができました。
また、レッツエンジョイミュージック「音楽療法～春の唄」では、
『仰げば尊し』を全員で歌いました。

職員、ボランティアの方々、福祉活動委員6名のみなさんのご協力を
いただき、利用者さんに楽しい時間を過ごしていただくことができました。

2023年4月20日（木）日本赤十字社富山県支部にてトルコ・シリア地震救援募金の贈呈式を行いまし
た。とやま生協からは、小泉理事長・常田理事・森内部長代理が出席しました。

小泉理事長から「とやま生協で取り組んだトルコ・シリア地震救援募金では、6,619名の方から
7,329,219円という募金が集まりました。日本赤十字社さまの被災地での支援・救援活動に多くの方か
らいただいた募金を活用していただければと思います」と挨拶がありました。

日本赤十字社富山県支部 大坪事務局長は「皆さまからの救援金は、日
本赤十字社を通じて被災国の赤十字社（赤新月社）が行う被災者支援活
動や、日本赤十字社による救援・復興活動に活用させていただきます。
本当にありがとうございました」と謝意を述べられました。

また懇談の中で「トルコ・シリア地震では、倒壊家屋が２２万棟、死
者は53,000人を超え、数百万人の方が家を失って避難生活を送っている
という大きな被害になっています。日本赤十字社では、国際赤十字機関
あるいは日本赤十字社独自に現地での活動支援を行い、トルコでの要員
派遣による巡回診療活動やシリアでの医薬品提供等を行っています。こ
の度の救援金も有効に活用させていただきます」と支援活動についての
お話もありました。



（承認事項）
１．2022年度3月度の事業・活動および経営報告の件
２．2022年度経営（決算）報告の件
３．2022年度 剰余金処分案の件
４．役員報酬の件
５．対外総会代議員選出の件
６．2023年度産直推進実行委員会の

委員定数と委員決定の件
７．高岡市との包括連携協定締結の件

（協議事項）
１．第2回通常総代会議案書（一次案）の件

（確認事項）
１．機関運営・連帯関連報告
２．2022年度理事会各諮問委員会等の

まとめと課題の件
３．2022年度人事労務まとめと課題の件
４．2022年度冬の共済キャンペーンまとめの件
５．SDGs宣言、2030環境・ サステナビリティ

政策 2023年度方針の件

（機関運営、組合員活動報告等）
・春の火災予防運動の一環で、「富山県火災予防キャンペーン」のキャンペーン隊として西部センターが委
嘱を受けました。期間は3月20日から26日で、高岡市内を走るトラック24台と配食軽車両6台に火災予
防運動実施中のステッカーを貼って配達し、注意喚起をしました。

・魚津市との包括連携協定に基づいた、新生児へおむつを無償でお届けする事業開始にあたり、3月27日に
魚津市役所を訪問、魚津市長と懇談し事業内容を確認しました。

組合員の総数組合員数

お預かりしている出資金の総額出資金

事業高の総額総事業高

事業活動で得た収入とかかった費用に事業外での損益を加えた事業活動によ
る最終利益

経常剰余金

ご契約いただいている「たすけあい」「あいぷらす」「ずっとあい」の総数共済保有件数

みなみ店

171.4 173.9 

予算 実績

総事業高(億円)

3.0 
2.1 

予算 実績

経常剰余金(億円)

139,000 136,412 

予算 実績

組合員数(名)

85.0 84.1 

予算 実績

出資金(億円)

46,902 44,875 

予算 実績

共済保有数(件)



世界では、毎年約800万トン（東京スカイツリー222基に相当する量）に及ぶプラスチックごみが海へと
流れ、大きな問題となっています。海岸清掃活動を通して、海洋ゴミを削減しＳＤＧｓ推進に繋げましょう。

ご家族や、ご友人をお誘いのうえ、是非ご参加ください。

◆対象者：大人、または親子（小学生以上）
◆定 員：1会場・12名程度

◆Web応募（海岸クリーン作戦・マイプラ調査）は
こちらから

◆申込締切：6/11（日）
※応募多数の場合抽選となります。

５月３日（水）より、とやま生協東部センターでは魚津市社会福祉協議会の食料支援事業「フードネー
ションうおづ」と連携して常設のフードドライブボックスを入口に設置し、集まった食品を魚津市社協へお
届けする取り組みを開始しました。

また、みなみ店では５月３日（水）～７月31日（月）の３カ月の実証実験として「若者生きづらさ寄り
そいネットワーク協議会」と連携し、常設のフードドライブボックス設置を始めました。３カ月の実証実験
後、みなみ店でのフードドライブボックス常設化の取り組みについて検討します。


